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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は，幼児の浮き指の実態と浮き指に関連する要因を明らかにした．幼児期全体(3～6

歳)に多くの浮き指者が存在すること，浮き指は第 5 指，第 4 指，第 2 指，第 3 指の順に多い
こと，および，幼児期の 1 年間で浮き指の本数は減る傾向にあり，その傾向は浮き指の本数が
多い幼児ほど顕著であることが明らかにされた．浮き指の有無と体力テスト間の関係はなかっ
たが，男児において浮き指の本数は足指の使用が重要な立ち幅跳びテストの結果に影響してい
た．また，浮き指の有無および本数は開眼片脚立ちテストにおける姿勢安定性に影響を及ぼさ
なかった． 

 
研究成果の概要（英文）： 
 This study clarified the actual condition and relevant factors of floating-toe in 
preschool children. It was clarified that there were many children with floating-toe in 
all age levels, from 3 to 6 years of age, the floating-toe occurred predominantly in the 
order of the fifth, fourth, second, and third toes, and the number of floating-toes in 
children with floating-toes tends to decrease after one year and this tendency is more 
marked in children with more floating-toes. Although the presence or absence of 
floating-toes may not relate to physical fitness, in boys, the number of floating-toes 
influences the performance of a standing long jump in which the use of toes is 
important. In addition, the presence or absence of floating-toe and the number of 
floating-toes does not significantly affect posture stability during one-legged stance. 
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１．研究開始当初の背景 

 幼児の浮き指者が 1980 年と比べ，2000 年
に急増したと報告されているが，浮き指の詳
細な実態および関連要因は明らかにされて
いなかった． 

 

２．研究の目的 

 研究の目的は，幼児の浮き指の実態と幼児
の浮き指に関連する要因を明らかにするこ
とであった． 
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３．研究の方法 

・被験者 
 一般的な私立幼稚園に通う 3歳～6歳まで
の園児，延べ約 1200名であった（600人を 2
年間追跡）． 
 
・接地足蹠面の測定方法 

浮き指を判定する際に利用する接地足蹠
面の記録には，足蹠投影機（ピドスコープ
VTS-151，サカモト社製）を用いた．測定器
上で自然な直立姿勢を保持した被験者の接
地足蹠面の画像を一人 5回撮影した． 

 
・浮き指の判定 
撮影した 5 画像のうち 4 画像以上において

接地していない指を浮き指とした． 

 

・体力テスト 
体力テストには，7テスト項目（握力，立

ち幅跳び，ソフトボール投げ，25m走，反復
横跳び，体支持持続時間および長座体前屈）
を採用した．反復横跳びは，1本ラインを両
足揃えて左右に 5秒間で往復する回数を計測
する方法を採用した． 
 
・姿勢安定性 
 開眼片脚立ちテストにより姿勢安定性を
評価した．片脚立ちする脚は被験者の立ちや
すい脚とした．一人 2試行行い，優れた試行
を解析に利用した． 
 
４．研究成果 
(1)浮き指の実態（横断的データから） 
 浮き指のある者は，左右足それぞれにおい
て約 40～60％と非常に多かった（図 1，2）．
近年の浮き指者の増加が，幼児期全体(3～6

歳)に及ぶことが明らかにされた．浮き指の発
生は第 5 指，第 4 指，第 2 指，第 3 指の順に
多く，浮き指者のうち第 5 指に浮き指のある
者は 90％以上であった．浮き指者の割合に性
差，左右差，年齢差はなかった． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 男児・左足における浮き指の有無 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 女児・左足における浮き指の有無 
 
(2)浮き指と体格との関係 

体格（身長，体重，BMI）の違いは浮き趾
の有無に影響しなかった． 
 
(3)浮き指と体力の関係 
 浮き指の有無および本数と 7種目の体力テ
スト（握力，立ち幅跳び，ソフトボール投げ，
25m 走，反復横跳び，体支持持続時間，およ
び長座体前屈）の総合得点，足指の関与が高
い 3 種目（立ち幅跳び，25m 走，および反復
横跳び）の総合得点，および各体力テスト結
果との関係を検討した．浮き指の有無と体力
テスト間の連関係数は有意ではなかったが，
男児において，浮き指の本数と 3種目の体力
総合得点および立ち幅跳び間に有意な連関
係数が認められ，これらの下位群は浮き指の
本数が多い傾向であった．幼児期において，
浮き指の有無と体力間に関係はないが，男児
における浮き指の本数は，足指の使用が重要
と考えられる立ち幅跳びの成績に影響する
ことが明らかにされた． 
 
(4)浮き指と姿勢安定性との関係 
 浮き趾の有無および浮き趾本数による片
脚立ち時間の差の検討，ならびに，片脚立ち
時間の上位 25％（上位群）と下位 25％（下
位群）の 2群と浮き趾者の割合の関係および
2 群による浮き趾本数の差を検討した．片脚
立ち時間の浮き指の有無による差および浮
き指本数による差は認められなかった．片脚
立ち時間の上位群・下位群と浮き指者の割合
には有意な関係は認められなかった．また，
両群間に浮き指本数の差も認められなかっ
た．幼児の浮き指が片脚立位姿勢の安定性に
ほとんど影響しないことが明らかにされた．  
 
(5)浮き指の実態（2 年に渡る縦断データか
ら） 
 浮き指者の割合の年間差は認められなか
ったが，浮き指本数は有意に減少した．浮き
指者における浮き指本数の 1 年後の変化を
「減少」，「変化なし」，「増加」の 3パターン
に分類し，その割合の違いを検討した結果，
男児では「減少」，「変化なし」，「増加」の順
に，女児では「減少」および「変化なし」が



 

 

「増加」より有意に多かった．浮き趾本数別
に，1 年後に浮き趾の本数が減少した人数の
割合（以下，減少率）を算出した結果，男女
児とも，浮き指本数の多い幼児ほどその割合
は高かった．幼児期において，1 年後の浮き
指者の割合は変わらないが，浮き指者の浮き
指本数は減少する傾向にあり，その傾向は浮
き指本数が多い幼児ほど顕著である． 
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